青明舎　フェイスシート

　平成20年　11月10日　　担当：三浦　理見

	入　所　者
	氏　名　　助川　隼人　様　　　　　男・女　　　　昭和51年　8月　5日生（31歳）

	
	住　所　〒031-0802　八戸市小中野5丁目13-2　パンションリヴィエラ5G

電　話　（内）57　（外）22-5223　（携帯）080-6047-0665

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成11年頃　（22歳頃）
	罹 患 期 間
	約9年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	みちのく記念病院
	外来受診日
	水曜日（毎週）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

(申請中)

	経済状況
	年金
	なし

	
	その他
	所持金…2.8万円（12月5日までの生活費）

※10/27（月）生活福祉課へ生活保護相談

※11/7（金）生活保護申請

※11/10（月）担当者の訪問調査（予定）

※12/5（金）生活保護支給（予定）

	障害程度区分
	未申請

	日中活動の場
	自宅

青明舎・農作業（週２回程度）

	住まいの場
	自宅

	利用年月日
	Ｈ20年　5月　19日
	身長
	167㎝
	体重
	60㎏

	最終学歴
	盛岡工業高校電気科（定時制）　卒業
	免許・資格
	普通自動車運転免許

	職　歴
	期　間　　　
	場所・仕事内容
	退職理由・その他
	

	
	1ヶ月
	ホテル東日本（盛岡）
	仕事が合わない
	

	
	1ヶ月
	トラック運転手（八戸市）
	会社の物を壊し辞めさせられた
	

	
	1ヶ月
	土木業
	不明
	

	
	1ヶ月
	土木業（神奈川県）
	→両親と共に勤める
	

	
	1ヶ月
	日産自動車工場
	仕事内容がきつかった
	

	
	1ヶ月
	熊さんラーメン工場（八戸市）
	→期間工
	

	
	5ヶ月
	ユニバース
	不明
	

	
	3ヶ月
	自動車ガラス工場（愛知県）
	→期間工
	

	
	3ヶ月
	富士重工業（群馬県）
	→期間工
	

	
	1ヶ月
	八戸物流サービス（八戸市）
	→期間工
	

	
	3ヶ月
	スズキ自動車（静岡県）
	→期間工
	

	
	6ヶ月
	トヨタ自動車（静岡県）
	→期間工
	

	
	6ヶ月（H15.11）
	ＢＳネットワーク（人材派遣）

→トヨタ自動車
	→期間工


	

	
	6ヶ月（H16.11）
	株式会社　大豊（人材派遣）
	詳細不明
	

	
	1年（H17.11）
	富士重工業（埼玉県）
	→期間工を終え実家へ戻る
	

	
	6ヶ月（H19.3）
	富士重工業（埼玉県）
	→期間工
	

	保　護　者
	氏　　名　　種田　　　　　　　様　　　　　　　続柄　　姉　　（同居　・否）

	利用目的

・仕事に就き、安定した収入を得たい。

	入院・治療歴

	①平成11年頃（通院１回で中断）　　みかわ神経内科　　　　　　通院　　うつ病

②平成20年4月　　　　　　　　　　みちのく記念病院　　　　　通院　　統合失調症

	生活歴

同胞4名の末子として出生。小学校時代は明るい性格で友人も多かったが、中学にあがる頃から人見知りが激しく大人しい性格となり友人との交流も少なくなった。八戸光星学院高校普通科へ進学するも、いじめをきっかけに登校拒否となり中退。その後は母と二人で盛岡へ転居、盛岡工業高校定時制電気科に入学し卒業する。卒業後は料理店へ就職し、調理場の皿洗いを行っていたが合わないという理由で辞める。その後も様々な職業に就くが長続きせず、出稼ぎしては帰郷を繰り返していた。平成19年10月に帰郷してからは仕事に就かず、長姉が管理する父母の年金を生活費とし、足りない分はこれまでの貯金をくずし生活にあて暮らしていた。精神科通院歴は22歳時に無為・自閉・希死念慮出現し、三姉から病院受診勧められみかわ神経内科受診。うつ病と診断されるも、自己判断で１度通院したきり中断している。31歳時に空笑あり、長姉に精神科受診を再度勧められみちのく記念病院受診し統合失調症の診断を受けるも、本人は神経衰弱と聞かされている（理由については不明で長姉も本人の病名については知らない）。

	家族構成

[image: image1.bmp]

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【父】青南病院入院中（東病棟）

【母】南郷高齢者住宅りらの家入居中。日中はクローバーズピアデイサービス利用。青南病院へは隔週で通院（11月よりヘルパー利用）。

【長姉】千葉県在住。父母の年金管理の他、必要があれば本人・二姉への経済的援助も行っていた。家族による負担が大きく、精神的疲労有り。

【二姉】八戸市内在住。夫と離婚し、長女と2人暮らし。生活困窮状態。アルコール依存症（疑）

【三姉】全般的に非協力的。


	氏　名
	助川　隼人　様
	男・女
	生年月日
	　昭和51年8月5日（31歳）

	長期目標（中期・短期）

	（長　期）安定した生活を送りながら、就労継続しながら賃金を得る事が出来る。

（短　期）継続的な就労を行いながら、安定した生活を送ることが出来る。


	これまでの経過（前回評価日　20年7月21日）

	【前回の問題点】

生活支援（生活保護受給のための生活環境調整）
受給のための世帯分離を行うため父母の療養環境・生活環境変更を待っていた状態であった。9/1母が青南病院退院し南郷の高齢者住宅に入居、父が入替り青南病院入院となったため、10/2より南郷自宅を出てパンションリヴィエラでの単身生活を開始する。保護受給に向けて車を処分し、処分した金額を生活費・引越し準備金としていた。しかし、処分金が入ったことで長姉からの金銭的援助がなくなり、母の外来通院代・ガソリン代は本人負担となっていた。所持金が8万円を切ったことから10/27（月）青明舎職員同行のもと生活福祉課へ生活保護相談に行くが、現所持金が多く申請不可とのことでパンション入居費・諸経費、父・本人分の国民健康保険税（4期分）の支払いを行い、所持金2.8万円になった11/7（金）再度、生活福祉課へ行き、生活保護申請手続きを行っている。11/10（月）に地区担当者（外輪氏）が訪問調査実施する予定であり、決定後の受給は12/5を予定している。

就労支援
8/4（月）にて農作業の日雇い労働就労し、小遣い程度の賃金を得る。生活保護申請準備に伴い、就労は一旦中止し、生活保護受給し生活基盤がある程度調整されてから就労を行うことを本人と確認している。また、生活保護申請時には今後就労を再開する予定であること、本人の精神症状と能力からも福祉的就労が必要であることを生活福祉課へ伝えている。これまで期間工として自動車工場での仕事を行ってきたことで、短期で高収入を得ることを繰り返してきた為か、地道な作業や継続した就労に対しての慣れがなく、7/3～8/4（週1回程度）で実施してきた農作業の日雇い労働でも集中力の無さ、飽きっぽさが窺えた。途中、内緒で愛知県の自動車工場での期間工に面接を受けていた事実が判明し突発的な行動をとることがあった。しかし、無職となりこれまで貯めていた貯金を切り崩しながらの生活を体験したことで、現在では「短期ではなく長期で仕事がしたい」との発言も聞かれている。継続的に就労に取り組んでいくことを目標に生活保護受給決定から、具体的に就労先の検討と訓練、事業所側との調整を進めていくこととしている。現在、日中は1日中テレビから離れず、ゲームをしたりDVDをレンタルしてみたりと時間を持て余している。そのため、早急に就労への取り組みが必要とされる。

【家族（二姉の問題）】

父・母・本人を含め、これまでも青南病院・クローバーズピア・包括支援センター・青明舎が主となり各々への支援を実施してきた。しかし、単身生活のための引越し前に二姉の存在が浮上。生活困窮状態とのことで長姉・本人で姉へ金銭的援助を行っていたことが判明している。9/29長姉からも二姉の生活について相談有り。離婚・自殺未遂により八戸赤十字病院へ救急搬送されたとの情報を得て、9/30本人宅訪問している。アルコール依存症（疑）とのことで八戸赤十字病院PSWより情報収集。9月下旬、夫と離婚。以前より飲酒を繰り返していたことから家事や金銭管理が出来ず9月上旬に夫と別居状態であった。長女(19)と2人暮らしであるが、長女は無職で引きこもり状態（H20.8湊病院通院歴有り。病名不明。）その後は二姉とその長女共に通院中断している。以来、治療の必要性と生活困窮状態の改善を促すことを目的に現在も度々訪問を繰り返している。思考能力低下が見られ、理解力のなさが顕著。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	就労支援
	※生活の安定に伴い、日中活動として就労訓練を開始する。「継続的な就労」を目標とし、本人の希望に沿った形で就労を訓練から開始する。

· 今後の主な就労先を幾つか挙げ、それぞれの具体的な支援計画を作成する。

※現時点で挙げられる案としては、入居中のパンションリヴィエラでの継続的な就労。

· 本人の状態に合わせて、社会適応訓練についても検討する。

· これまで短期間でしか就労を行えずにいたため、飽きやすい。そのため、就労・訓練に当っては本人のモチベーション向上のための支援策を検討した上で段階的に実施する。（例：給与の代わりにパンションでの食事代金半額…等）
	3ヶ月

	生活支援
	【金銭管理】

パンション引越し後、時間を持て余しゲーム機器やレンタルDVD、菓子に無駄遣いが多くみられた。そのため、生活保護受給後に必要な生活費を細かく挙げ、金銭使途と額について具体的な金額を出し本人と確認する。また小遣い帳の記入も検討する。

【社会資源】

11/6（木）外来受診時に、自ら希望し精神障害者手帳の申請を行ったとのこと。手帳発行により受けられるサービスについて同行申請を行う。（八戸市無料バス券、携帯電話の購入等）
	継続





八戸市在住








八戸市在住








千葉県木更津市在住





本人


























